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伊藤達也は皆様の声を少しでも多く聞き、それを国政に生かすべく努力しております。ご意見、お問い合わせは下記の伊藤達也事務所までお気軽にお尋ねください。 

伊藤達也事務所 

〒182－0024　調布市布田１－3－1ダイヤビル２Ｆ　電話　０４２４－９９－０５０１　ＦＡＸ　０４２４－８１－５９９２ 

皆様のご意見をお聞かせ下さい 
 

ホームページ…http://www.tatsuyaito.com/ 電子メール…tatsuya@tatsuyaito.com
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衆院新東京22選挙区について 

新東京第22区 
東京18区の三鷹市は、調
布市、狛江市、稲城市とと
もに、次期衆院選から、新
東京22区になりました。 
※府中市は新東京18区に
入ります。 

伊藤達也を支えてくださる皆様へ�６つのお願い” 

その１：お知り合いをご紹介ください 
　東京都第22区（三鷹・調布・狛江・稲城）にお住まいの
　お友達、お知り合いの方をご紹介ください。 

その２：ボランティア・スタッフをお待ちしています 
　ポスター貼りや遊説活動、発送物の封入作業などを空
　いた時間やお休みの日に ボランティア・スタッフとして
　手伝ってくださる方をお待ちしています。 

その３：未使用の切手をご寄付ください 
　切手に限らず、コピー用紙や文房具類のご寄付もお待
　ちしています。 

その４：国政報告会、ミニ集会を開いてください 
　伊藤達也の話を聞いてみたいという方が３人以上集ま
　ったら、ご連絡ください。伊藤達也本人がお伺いさせて
　いただきます。また、ご自宅や事務所などを会場として
　ご提供くださる方も随時募集中です。 

その５：ポスターの掲示をお願いします 
　ご自宅や職場にポスターを掲示させてください。　 

その６：フォーラム・フロンティアに入会してください 
　伊藤達也は新しい時代を創るため誠心誠意、国政の場
　で力強く活動してまいります。どうか、本会にご入会頂き、
　政治活動をお支えくださいますようお願い申し上げます。
　（ホームページからも入会手続きができます。）　 

協力会員　年／１口　 2,000円 
正 会 員　年／１口　12,000円 
振 込 先　「フォーラム・フロンティア」 
郵便振替　00160-8-611037 
 
会員の方には、「ヴォイスネット」などの資料をお送りす
るほか、講演会などご案内いたします。 
 
 
「フォーラム・フロンティア」は、伊藤達也の政治資金を
取り扱う１団体に限られた「資金管理団体」です。 

討議資料 

2002.1.31. 
地球温暖化対策に関する申し入れ 

2002.5.17. 
知的財産戦略について提言 

2002.6.20.  
「日本経済再生のための緊急提言」申し入れ 

I T O   A C T I V E   T A T S U Y A

松下幸之助氏 

　選挙公約の達成度をご報告します。 
　私は、93年の初当選以来、「具体的な公約を掲げ、常に改革への取り組みを
報告すること」を自らの政治信条として、今日まで公約達成度の報告や国会会
期ごとの活動報告をしてまいりました。今回は前回の総選挙（2000年6月25
日執行）での公約に基づき、2002年8月作成の公約達成度報告書に引き続き、
この1年間の「伊藤達也の公約達成度報告書」を提出します。 
　私はこれまで、「官主導体制を打ち破って、もっと民間の力を信じ、市民社会
に根ざした活力ある国づくりを」という理想に向かって、初心を忘れず、全力で
走り続けてまいりました。また「政治が決断すれば、日本は変わる」との信念を
行動に移してきました。衆議院の経済産業委員会筆頭理事、党の経済産業部会
長やe-Japan重点計画特命委員会事務局長等20以上の政策プロジェクトのメ
ンバーや責任者として活動後、昨年10月から内閣府副大臣として、経済構造改
革の推進と金融と経済の一体的再生、ＩＴ政策、中小企業対策の立案及び実行な
ど、公約の実現に取り組んでまいりました。達成された政策も一人の力で成し得
たものではなく、またこれは自己評価ではありますが、この1年間の活動実績を
まとめ、皆様のご批判や評価の材料として頂きたく、本報告書を作成しました。 
　報告をさせていただいたそれぞれの取り組みが形となり、様々な改革が進行
しています。中には既に法制化されたり、方向性が決まったりしたものもありま
す。しかし、まだ全ては達成できず、満足できるものではありません。これからも
私は、現実をしっかり見すえ、公約の達成と理想の実現に向け、任期の限りあら
ゆる努力をしていくことをあらためてお誓い申し上げます。 

 昭和36年 7月6日生まれ　現在42歳 

 昭和55年 調布市立第1小、調布中学校を経て慶應義塾高等学校を卒業。 

 昭和59年 慶應義塾大学法学部法律学科卒　(財)松下政経塾に5期生として入塾。 

 昭和62年 カリフォルニア州立大学大学院行政学部に客員研究員として留学。同時

　  にサクラメント市長の政策スタッフとなる。帰国後、ブレーン21研究所を 

  設立。同時に日米技術交流会議(アライアンス’90)の事務総長となる。 

 平成 5年 第40回衆議院議員選挙で初当選。以後、連続3期当選。 

 平成12年 通商産業政務次官に就任する。 

 平成13年 自由民主党経済産業部会長、e-Japan重点計画特命委員会事務局長、行 

  政改革推進本部幹事、衆議院経済産業委員会筆頭理事、環境委員会理事、 

  憲法調査会委員等を歴任。 

 平成14年 内閣府副大臣(金融担当)に就任。 

 

著　　 書 永田町からの政治論（ＰＨＰ研究所） 

    21世紀・日本の繁栄譜（ＰＨＰ研究所） 

    日本のモノづくり論点52（日本プラントメンテナンス協会）等 

 

私の活動の原点 
　松下政経塾時代、米国の草の根民主主義を勉強す
るため、1年間カリフォルニア州サクラメント市の市長の
鞄持ちをしながら、地方行政に参加をしました。米国の
地方自治体は、権限や財源が相当部分、国から委譲され、
そのかわり運営を失敗すると責任が問われます。しかも
日本の自治体ともっとも違うのは、「税金は一円でも安く、
しかし行政サービスはより高く」蜩が、最大の福祉だと考えていることです。 
　松下幸之助塾主にこのことを報告すると、「米国の自治体はえらいもんや。学ぶ
ところがたくさんある。今日はいい話をきかせてもらった。」と大いに喜ばれ、この時
の何とも言えない笑顔が忘れられません。 
　「国家の運営を担うものは、一円の税金の重みをしれ。」それが幸之助さんの政
治への注文だと思うのです。その重みを知らない政治家が国家運営にあたると、
税金を単に利権の分捕り合戦の手段とするだけでなく、ムダに使う。そして結局は、
財政が肥大化し、国民に増税を押しつけることになるのです。 
　「一円の税金の重み」は、納税者としての視点から国家経営を見据えていく、私
自身の政治活動の原点なのです。 

伊藤達也 伊藤達也 
いとう　たつや 

いつも全力で行動する 

伊藤達也ホームページ リニューアル！！　http://www.tatsuyaito.com/

政策で政治を変える 
小泉首相への提言―構造改革推進のために― 
「政策で政治を変える」ために小泉首相にIT、経済の再生、
環境、雇用問題、知的財産戦略など何度も直接政策提
言をしました。それぞれが具体的な形となり様々な改革が
進行しています。 

これまで伊藤達也は駅頭での国政報
告だけでなく、色々なテレビ番組に出
演し、金融問題、中小企業対策、経済
政策などについて持論を述べました。
国会や政府の中だけでなく、外に出て
多くの方々に対し、今行われていること
やこれからの政策を訴える、これこそが
伊藤達也にとって大切なことだからです。 

最近出演したテレビ番組 

伊藤達也のホームページがリニュー
アルされました！外見が変わっただ
けでなく、「プロフィール」や「原点
と政治信条」のページの充実、マス
メディアに出た際に内容をご報告
する「TV・新聞・雑誌」コーナーの
新設などを行いました。さらに、伊藤
達也が自らの口で様々な政策・過
去の思い出などを語る動画コーナー
も設けます。是非、ご覧ください！ 

ホームページ リニューアル！ 

最近の新聞記事 

03.1.6. 日経CNBC新春特別番組 

03.6.15. 「報道2001」日本経済再生スペシャル 

03.8.12. 「株式ワイド オープニングベル」 
　　　　元気な40歳世代 

03.2.1. JNNニュースバードの 
 「国会トークフロントライン」 

03.5.10. 「ほね・ホネ・本音」  
 中小企業再生の方策を語る 

03.6.28. 政府広報番組「明日への架け橋」 
 

03.7.11. 「デイリープラネット金曜発言中」 

９月１日日本経済新聞最終面の「交遊抄」で、親友であ
る俳優の今井雅之氏との思い出を語りました。「これ
まで互いに刺激し合い付き合ってきたが、それは演劇
も政治も、いかに相手に思いを伝えられるかが勝負と
いう点で共
通している
からだと思
う」とこれま
での交遊を
振り返って
います。 

８月１６日の朝日新聞に、金融担当
の内閣府副大臣として金融問題
に応えたインタビュー記事が掲載
されました。「再生」を大きなテー
マに、産業と金融が一体的に取り
組むべきとの考えのもと、不良債権問題の解決と金融
分野の改革への決意を述べています。 
 

http://www.tatsuyaito.com/


